
（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
育
児
休
業
期
間
中
の
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
等
の
特

例
）

（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
育
児
休
業
期
間
中
の
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
等
の
特

例
）

第
百
六
十
四
条
の
五

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
法
第
百
十
四
条
の
二
第
一
項
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、

併
せ
て
同
一
の
事
由
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
同
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
百
六
十
四
条
の
五

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
法
第
百
十
四
条
の
二
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
併
せ
て

同
一
の
事
由
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
併
せ
て
同
一
の
事
由
に
よ
り
法
第
百
十
四
条
の
二
第
一
項
の

申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
併
せ
て
同

一
の
事
由
に
よ
り
法
第
百
十
四
条
の
二
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
）

（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
）

第
百
六
十
四
条
の
七

前
条
の
規
定
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
に
係
る
申
出
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
掛
金

の
免
除
の
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
」
と
、
同
項
第
三
号
中「
所
属
機
関
」

と
あ
る
の
は
「
事
業
所
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
掛
金
の
免
除
の
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
保
険
料
の
徴
収
の
特

例
の
申
出
」
と
、
前
条
第
三
項
中
「
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
掛
金
が
免
除
」と
あ
る
の
は「
厚

生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
が
適
用
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
所
属
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
」
と
、
同

項
第
四
号
中
「
掛
金
の
免
除
の
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
百
六
十
四
条
の
七

前
条
の
規
定
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業

期
間
中
の
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
に
係
る
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中

「
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
掛
金
の
免
除
の
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十

一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
所
属
機
関
」
と
あ
る

の
は
「
事
業
所
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
掛
金
の
免
除
の
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申

出
」
と
、
前
条
第
三
項
中
「
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
掛
金
が
免
除
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年

金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
が
適
用
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
所

属
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
掛
金
の
免
除
の
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
保
険
料
の

徴
収
の
特
例
の
申
出
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
等
の

特
例
）

（
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
徴
収
の
特
例
の
申
出
等
の

特
例
）

第
百
六
十
四
条
の
八

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
併

せ
て
同
一
の
事
由
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
百
六
十
四
条
の
八

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
併

せ
て
同
一
の
事
由
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
併
せ
て
同
一
の
事
由
に
よ
り
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二

の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

２

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
が
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
一
条
の
二
の
二
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
併
せ

て
同
一
の
事
由
に
よ
り
法
第
百
十
四
条
の
二
の
二
の
申
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
船
員
組
合
員
原
票
）

（
船
員
組
合
員
原
票
）

第
百
七
十
五
条

﹇
略
﹈

第
百
七
十
五
条

﹇
同
上
﹈

２

第
九
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
船
員
組
合
員
原
票
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
船
員

短
期
組
合
員
（
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
船
員
組
合
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ

い
て
は
、
船
員
組
合
員
で
あ
つ
た
者
で
引
き
続
き
船
員
短
期
組
合
員
と
な
つ
た
者
を
除
き
、
同
条
第
三
項
及
び

第
四
項
の
規
定
は
準
用
し
な
い
。

２

第
九
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
船
員
組
合
員
原
票
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
船
員
組
合
員
証
等
）

（
船
員
組
合
員
証
等
）

第
百
七
十
六
条

船
員
組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
第
九
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
船
員
組
合
員
資
格
取
得
届
書
を
、
所
属
機
関
の
長
を
経
由
し
て
、
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
組
合
が
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

第
百
七
十
六
条

船
員
組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
第
九
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
船
員
組
合
員
資
格
取
得
届
書
を
、
所
属
機
関
の
長
を
経
由
し
て
、
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
規
定
す
る
個
人
番
号
に
つ
い
て
は
、
組
合
が
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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